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南摩ダムのダム湖名は

　令和8年3月25日、栃木県鹿沼市に
おいて、水資源機構が建設を進めて
いる「南摩ダム」のダム湖命名式が
開催されました。
　命名式は鹿沼市役所で行われ、
松井正一鹿沼市長をはじめ、2026
ミス日本「水の天使」の志村美帆
さん、水資源機構渡良瀬川ダム総
合管理所の一ノ瀬所長などの関係
者が出席しました。
　命名式では、これまで公募によっ
て寄せられた多数の応募案の中から
選定されたダム湖の名称が「かぬま
梶又湖（かぬま かじまたこ）」と命

名されたことが発表されま
した。
　この名称は、ダム湖周辺に
かつて存在した地名「梶又」
を後世に伝えるとともに、「か
ぬま」の名を冠することで、
地域の魅力を広く発信したい
という想いが込められていま
す。南摩ダムは、洪水調節や
水道用水の確保など、地域の
安全・安心な暮らしを支える重要な役
割を担う施設として整備が進められて
います。
　今回決定した「かぬま梶又湖」とい

南摩ダムウォーキング
＆ダム登山
南摩ダムウォーキング
＆ダム登山
「水の天使」志村さんが
南摩ダムを訪問
　春らしい穏やかな陽気に包まれた
4 月 11 日、南摩ダム建設現場で「南
摩ダムウォーキング＆ダム登山」が
開催されました。当日は多くの市民
の皆さんが参加し、普段はなかなか
入ることのできない工事現場で、特
別な体験を楽しみました。
　南摩ダム堤体登山は、ダム管理用
の約 350 段の階段を使ってダムの天
端まで登るイベントです。参加者は、

普段立ち入ることができないダムの
下部からその迫力ある姿を見上げた
後、階段を一歩ずつ登りながら、完
成へと向かう現場を体感しました。
　登りきった先では、見晴らしのよ
い天端からの景色が広がり、達成感
とともに特別なひとときを味わって
いました。
　このイベントには、2026 ミス日本

「水の天使」である志村さんも参加。
松井鹿沼市長とともに堤体を登りな
がら、参加者の皆さんと笑顔で交流
しました。
　「水の天使」として、水の大切さ
や環境への関心を広く伝えている志
村さんは、一人ひとりに丁寧に声を
かけながら、記念写真に応じたり会話

を楽しんだりと、会場を
温かな雰囲気で包みまし
た。参 加 者 か ら は「一 緒
に歩けてうれしい」といっ
た声が聞かれ、自然と笑
顔が広がっていました。
　また、松井鹿沼市長も
参加者とともに歩きなが
ら、ダムの役割や地域に
とっての意義について語
り、交流を深めました。
世代を問わず多くの方が
参加したことで、地域の
つながりを感じられる機会にもなり
ました。
　さらに当日は、スノーピーク鹿沼
キャンプフィールド＆スパの多目的
広場において、同施設の開設 2 周年
を記念したマルシェも開催されまし
た。会場には市内の飲食店など計 13
ブースが出店し、地元ならではのグ
ルメや商品が並び、多くの来場者
でにぎわいました。堤体登山とあ
わせて訪れた市民の皆さんが、食
事や買い物を楽しみながら、思い
思いの時間を過ごしている様子が
印象的でした。

　志村さんは南摩ダムを訪れ、「水
は私たちの暮らしを支える大切な
存在だと改めて感じました。南摩
ダムが地域の安心・安全につなが
ることを、こうして実際の現場で
実感できてうれしかったです」と
話し、水の大切さへの思いをやさ
しく伝えていました。
　今回のイベントは、南摩ダムへ
の理解を深めるとともに、人と人
との交流の輪が広がる一日となり
ました。今後もこうした取り組み
を 通 じ て、水 と 地 域、そ し て 人 を
つなぐ活動を行ってまいります。

▲松井市長 ▲志村さん ▲一ノ瀬所長

う名称とともに、今後、地域に親し
まれる水辺空間としての発展が期待
されます。
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